
 

国語科学習指導案（１年２組） 

 

１ 単 元 根拠を明確にして書こう（教材名「芸術作品の鑑賞文を書く」） 

２ 単元設定の理由 

(1) 教材観 

①学習指導要領上の位置付け(身に付けることができるよう指導する事項) 

［知識及び技能］ 

(2)ア 原因と結果、意見と根拠など情報と情報との関係について理解すること。 

［思考力、判断力、表現力等］ 

Ｃ(1) エ 文章の構成や展開、表現の効果について、根拠を明確にして考えること。 

Ｂ(1) ウ 根拠を明確にしながら、自分の考えが伝わる文章になるように工夫すること。 

②単元の価値 

本単元は、「読むこと」において、筆者の考えの進め方に沿って文章の流れを捉えることを通

して、読み手を納得させるための文章の展開について考える力を高めていくものである。また、

「書くこと」において、芸術作品の鑑賞文を書く活動を通して、読み手を納得させる文章になる

ように工夫する力を高めていくものである。 

それぞれの活動は「三角ロジック」で関連付けられる。三角ロジックは、一般的に根拠と呼ば

れるものを「事実」と「理由づけ」に分ける。「理由づけ」とは生活経験から推論することであ

り、「理由づけ」に注目することで筆者のものの見方・考え方を把握することができる。また、

根拠を「事実」と「理由づけ」に区別して文章を作成することで根拠を明確にすることができる。 

③単元の系統性 

・小学校第６学年の「この絵、私はこう見る」では、ルソー作「猿のいる熱帯の森」の鑑賞文を

書く活動を通して、意見と根拠を区別して自分の考えが伝わるように工夫する力を身に付けた。 

・第２学年の「水の山 富士山」では、複数の文章を比較しながら読む活動を通して、文章の構

成や論理の展開について考える力を更に高めていく。 

・第２学年の「四コマ漫画から意見文を書く」では、意見文を書く活動を通して、根拠の適切さ

を考慮して自分の考えが伝わるように工夫する力を更に高めていく。 

(2) 生徒観（男子 17 名、女子 17 名 計 34 名）                

・定期テストの作文課題において、自分の考えに対する根拠を「事実」と「理由づけ」に分けて

記述していた生徒は７名であった。27 名は、例えば「仲間が支えてくれた。これからは人のた

めに行動したい」と「理由づけ」が無く、「事実」と「理由づけ」を区別して記述することが

できていなかった。これは、「理由づけ」が無くても読み手が類推して論理の展開が成り立つ

ことから、日常生活では「事実」と「理由づけ」を区別して表現しようと意識しないことが原

因であると考える。 

(3) 指導観 

・単元の課題を把握する場面では、芸術に関する漫画における登場人物の発言に対して納得でき

るかどうか考えさせることで、作品を論じる際の根拠を明確にすることの重要性に気付くこと

ができるようにする。 

・説明的な文章「花に秘められたふしぎ」の学習で、筆者の考えの進め方を図式化させることで、

根拠が「事実」と「理由づけ」に区別できることと、その効果を理解できるようにする。 

・自分の考えに対する根拠を検討する場面では、生徒の記述から妥当な「事実」と「理由づけ」

と、主観的な「事実」と「理由づけ」を紹介することで、検討する観点を理解させるとともに

「事実」と「理由づけ」の妥当性についても検討させることで、根拠の明確さについて考える

ことができるようにする。 

  
３ 単元の目標 
根拠を「事実」と「理由づけ」に区別することで読み手を納得させるための文章の展開につい

て考え、自分の考えが伝わるように鑑賞文を書くことができる。 

 

４ 指導と評価の計画（別紙参照）  



 

５ 本時の展開 （７／８） 

(1) 目 標  

  根拠を「事実」と「理由づけ」に区別して構成を見直し、鑑賞文の本論を書くことができる。 

(2) 展 開 

学習活動と予想される生徒の反応 指導上の留意点及び支援・評価 

１ 本時の課題をつかむ。 

・今日は、いよいよ鑑賞文を書くの

だな。 

 

 

２ 鑑賞文の構成を検討する。 

○検討する観点を理解する。 

・根拠は「事実」と「理由づけ」に

分けて考えられるのだったな。 

・鑑賞文でも二つの観点から検討で

きるのだな。 

・「事実」と「理由づけ」が書き入

れられていればよいわけではない

のだな。 

○グループで根拠を検討する。 

（仲間への言葉掛けの例として） 

・「事実」はあるけれど「理由づ

け」がないから、構成メモに書

き加えるとよさそうだよ。 

・「理由づけ」が主観的だから、

みんなが分かりやすい「理由づ

け」に書き直すとよさそうだ

よ。 

 

 

○検討した観点を共有する。 

・みんな「理由づけ」が書かれてい

なかったのだな。 

 

○構成メモを加筆、修正する。 

・「事実」しかなかったから「理由

づけ」も書き入れよう。 

３ 鑑賞文を書く。 

・「理由づけ」も鑑賞文に書き入れ

ることができたぞ。 

 

４ 本時を振り返る。 

 

 

 

 

○前時に作成した生徒の構成メモを紹介しながら、本時

の課題を確認させることで、見通しをもって取り組む

ことができるようにする。 

 

 

○「花に秘められたふしぎ」における筆者の文章の展開

における工夫を振り返らせるとともに、生徒の構成メ

モから「理由づけ」の部分をいくつか紹介すること

で、鑑賞文でも根拠としての「事実」と「理由づけ」

の二つが重要であることを理解させる。 

○主観的な「事実」と「理由づけ」も取り上げること

で、ただ「事実」と「理由づけ」が書き入れられてい

ればよいのではなく、多数が納得する「事実」や「理

由づけ」が重要であることにも気付かせる。 

○三人または四人グループで構成メモを検討させること

で、全員の構成メモを検討できるようにするととも

に、全員が話合いで発言しやすいようにする。 

○検討する観点が定まらない生徒に対しては、本論にお

ける「事実」と「理由づけ」の有無に着目させること

で、検討を促す。 

○「事実」と「理由づけ」の検討が済んだグループに対

しては、「事実」と「理由づけ」が読み手を納得させ

るために適切かどうか検討することを促すことで、主

観的な「事実」や「理由づけ」に関しても修正できる

ようにする。 

○グループで話題になった観点を発表させ全体で共有す

ることで、本時における課題の解決に迫らせる。 

○「どうすれば根拠が明確になるだろうか」と問うこと

で、解決の方法を共有し、焦点化を図る。 

○鑑賞文を書き始めた生徒に対して、適宜、構成メモに振

り返らせることで、「事実」と「理由づけ」が確実に書

き入れられるようにする。 

 

 

 

 

○本時の振り返らせることで、鑑賞文においても自分の

考えとともに「事実」と「理由づけ」が重要であるこ

とを再度確認させ、次時の学習の見通しをもたせる。 

 

 

 

 

 

 
 

課題：作品の印象を伝えるための根拠は明確だろうか。 

【思考・判断・表現】 

作品の印象を伝えるための「事実」と「理由づけ」

を考えて、本論を書くことができる。 (ワークシートへの記述 )  

＜振り返り＞ 

・「事実」とともに「理由づけ」を本論に取り入れたことで根拠が明確になった。読み手を

より納得させる鑑賞文になりそうだぞ。 

＜「思考力、判断力、表現力等」育成のための具体的な手だて＞ 

読む活動で学んだことを「書くこと」に生かす学習過程の工夫  



 

 指導と評価の計画  国語科 １年 単元「根拠を明確にして書こう」（全８時間計画） 

目 

標 

根拠を「事実」と「理由づけ」に区別することで読み手を納得させるための文章の展開について考
え、自分の考えが伝わるように鑑賞文を書くことができる。 

評
価
規
準 

【知 識 ・ 技 能】 意見と根拠の関係について理解している。 

【思 考 ･判 断 ･表 現】 「読むこと」において、文章の展開について、根拠を明確にして考えて

いる。 

「書くこと」において、根拠を明確にしながら、自分の考えが伝わる文

章になるように工夫している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 積極的に明確な根拠を考え、学習の見通しをもって鑑賞文を書こうとし

ている。 

過程 時間 目標・課題  学習活動 振り返り 
評価 

(方法･観点) 

つ 

 

か 

 

む 

１ 

◎学習の見通しをもち、根

拠を明確にしながら鑑賞

文を書くことに感心をも

つことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

○芸術に関する漫画

の一節を読み、登

場人物の考えに納

得できるかどうか

考える。 

○グループで感想を

共有し、単元の課

題を設定する。 

☆芸術作品の魅力を伝えること

は難しいな。どうすれば作品

の魅了がみんなに伝わるのだ

ろう。 

☆これからの学習で学ぶことを

生かせば、根拠がはっきりと

した魅力の伝わる文章になり

そうだぞ。 

 

【主体的に学習に取り組む態度】

芸術作品の魅力を

伝えることの困難

さや根拠を明確に

することの重要性

について自分の考

えを述べることが

できる。 

(ノートへの記述、発言) 

追 

 

 

 

究 

 

 

 

す 

 

 

 

る 

３ 

◎根拠を「事実」と「理由

づけ」に区別して論を進

めることの効果を理解す

ることができる。 

 

 

 

 

○「花に秘められた

ふしぎ」を読み、

本文を大きな意味

のまとまりごとに

分ける。 

○本論を筆者の考え

と「事実」「理由

づけ」に分けて要

約する。 

☆「花に蜜が多い」が「事実」

で、「ハチが蜜の多い同じ種

類の花を探し回るだろう」が

「理由づけ」だから、要約す

ると「花に蜜が多い。ハチは

蜜の多い同じ種類の花を探し

回るだろうから、蜜が多いこ

とで受粉の確率が高まる。」

となるな。 

【知識・技能】 

根拠を「事実」と

「理由づけ」に分

けて本文を図式化

することができ

る。 

(ノートへの記述)  

 

★学習用語「事実」「理由づけ」 

１ 
◎鑑賞文の展開を理解する

ことができる。 

 

 

○筆者の考えに対す

る根拠を「事実」

と「理由づけ」の

二つの視点から分

析する。 

○「事実」と「理由

づけ」に区別する

ことの効果を考え

る。 

☆「事実」と「理由づけ」を区

別して書くことで、芸術に詳

しくない読み手であっても納

得しやすい内容になっている

な。 

☆「事実」と「理由づけ」を意

識して読むことで、筆者がど

のように考えているか理解す

ることができるな。 

【思考･判断･表現】 

「事実」と「理由

づけ」に区別して

論を進めることの

効果を、自分なり

に意味付けること

ができる。 

(ノートへの記述、発言) 

★学習用語「事実」「理由づけ」 

１ 

◎鑑賞文の構成を考えるこ

とができる。 

 

 

○鑑賞する芸術作品

を選ぶ。 

○いくつかの提示さ

れた観点から作品

を鑑賞する。 

○鑑賞文の構成をメ

モ書きする。 

○ワークシートに序

論を書く。 

☆「色づかい」と「構成」の二

つの観点から本論に書くこと

を箇条書きすることができた

な。 

☆「人物やもの」と「題名」か

ら自分が作品から受けた印象

を伝える文章が書けそうだ

な。 

【思考･判断･表現】 

構成メモの中に、

作品から受けた印

象を支える根拠を

箇条書きすること

ができる。 

(ワークシートへの記述) 

単元の課題：読み手を納得させることができる鑑賞文を書こう。 

なぜ芸術作品の魅力を

伝えることは難しいの

だろうか。 

読み手を納得させるた

めに筆者が工夫してい

ることは、どのような

ことだろうか。 

鑑賞文は、どのような

展開になっているだろ

うか。 

芸術作品の印象を、ど

のような文章の構成で

伝えればよいだろう

か。 



 

１
（
本
時
） 

◎根拠を「事実」と「理由

づけ」に区別して構成を

見直し、鑑賞文の本論を

書くことができる。 

 

 

 

 

○構成のメモ書きか

ら主張における

「事実」と「理由

づけ」を検討す

る。 

○ワークシートに鑑

賞文の本論を書

く。 

☆「事実」とともに「理由づ

け」を本論に取り入れたこと

で根拠が明確になった。読み

手をより納得させる鑑賞文に

なりそうだぞ。 

☆「事実」も「理由づけ」もみ

んなが納得してくれたから、

根拠が明確なのだな。自分の

鑑賞文に自信がもてたぞ。 

【思考･判断･表現】 

作品の印象を伝え

るための「事実」

と「理由づけ」を

考えて、本論を書

くことができる。

(ワークシートへの記述) 

 

★学習用語「事実」「理由づけ」 

ま 

 

と 

 

め 

 

る 

１ 

◎単元の学習を今後に生か

そうとする意欲を高める

ことができる。 

 

 

 

○鑑賞文を読み合

い、根拠の明確さ

について評価し合

う。 

○単元を振り返っ

て、学んだことや

わかったことをま

とめる。 

○今回学んだこと

が、どのように生

かせるか、意見を

共有する。 

☆「事実」と「理由づけ」をセ

ットにして書くことで、根拠

がはっきりとして、読み手が

納得しやすくなることが分か

った。 

☆来年の弁論大会では「事実」

と「理由づけ」を意識して、

主張を考えることができる

な。今回の学習を生かして、

説得力のある主張をしたい

な。 

【主体的に学習に取り組む態度】

「事実」と「理由

づけ」を区別して

文章を作成するこ

とのよさや、今後

に生かせそうな場

面について自分の

言葉でまとめるこ

とができる。 

(ワークシートへの記述、発言) 

 

★学習用語「事実」「理由づけ」 

 

作品の印象を伝えるた

めの根拠は明確だろう

か。 

今回、学んだことや今

後に生かせることは何

だろうか。 


